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埼玉県茶道協会　春の茶会 （5/7）

埼玉県煎茶道連盟献茶式 （5/15）

大日本茶道学会埼玉県支部連合会茶会 （5/29）

裏千家淡交会埼玉県支部献茶式 （6/4）

大
宮
の
お
茶
文
化
と
氷
川
神
社
献
茶
式

　
明
治
初
期
頃
、
製
茶
は
旧
大
宮
市
域
の
ほ
ぼ
全
域
で
行
わ
れ
て
お
り
、
主
要
産
業

の
一
つ
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
生
産
量
は
約
六
千
貫（
二
二
、三
〇
〇
㎏
）で
、
そ
の

後
明
治
二
十
四
年
に
は
日
進
・
大
砂
土
・
指
扇
・
宮
原
村
な
ど
を
中
心
に
約

三
万
四
千
貫（
一
二
八
、〇
〇
〇
㎏
）ま
で
約
５
・７
倍
に
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
当
社

周
辺
に
も
茶
畑
が
あ
り
、
御
神
水
で
湯
を
沸
か
し
お
茶
を
点
て
神
前
に
捧
げ
る
献
茶

式
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
埼
玉
県
茶
道
協
会
は
昭
和
二
十
一
年

に
始
め
ら
れ
た
「
氷
川
献
茶
会
」
を
母
体
と
し
て
発
足
致
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
っ
て
か
ら
は
大
勢
の
参
加
者
を
集
め
て
の
献
茶
式
や
茶
会
は
実
施

出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
勅
使
斎
館
及
び
呉
竹
荘
で
の
各

協
会
、
団
体
の
茶
会
が
相
次
い
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
も
長
く
続
く
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
起
こ
る
な
ど
、
世
界
に
は
緊
張
が
走
る
状
況
で
す
が
、

和
敬
清
寂
の
如
く
、
互
い
を
敬
い
尊
重
し
あ
う
事
が
大
切
で
す
。
一
日
も
早
い
コ
ロ

ナ
の
終
息
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
な
日
々
が
戻
る
事
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

五
月
　
　
七
日　
埼
玉
県
茶
道
協
会
主
催
春
の
茶
会　

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
様
他
、
約
三
百
三
十
名

　
　
　
　
　
　
　

�（
裏
千
家　

新
田
宗
麗
、
江
戸
千
家　

増
渕
宗
洋
、
表
千
家

　
右
田
宗
澄
）

五
月
　
十
五
日　
埼
玉
県
煎
茶
道
連
盟
献
茶
式　

　
　
　
　
　
　
　
創
立
五
十
周
年
記
念
茶
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
さ
い
た
ま
市
長
清
水
勇
人
様
他
、
約
二
百
名

　
　
　
　
　
　
　
（
八
雲
清
雅
会　
石
井
清
雲
、方
円
流
・
紅
茶
席　
藤
崎
美
園
）

五
月
二
十
九
日　
大
日
本
茶
道
学
会
埼
玉
県
支
部
連
合
会
主
催
茶
会　

　
　
　
　
　
　
　
（
濃
茶　
川
越
支
部　
薄
茶　
大
宮
支
部
秩
父
支
部
）

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
約
二
百
名

六
月
　
　
四
日　
裏
千
家
淡
交
会
埼
玉
県
支
部
献
茶
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碧
流
斎
伊
住
宗
陽
様
御
奉
仕

　
　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
支
部
設
立
六
十
周
年
記
念
茶
会

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者　
約
三
百
五
十
名
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当
社
で
は
毎
日
の
日
供
祭
を
は
じ
め

年
間
約
七
十
の
祭
典
を
行
い
、
謹
ん
で

御
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
安
泰
、
五
穀
豊

穣
と
氏
子
崇
敬
者
の
繁
栄
を
祈
願
し
て

お
り
ま
す
。

祭
事
暦

四
月
　
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
三
日
　
神
武
天
皇
祭
遥
拝
式

　
五
日
～
七
日
　
鎮
花
祭

　
　
　
　
九
日
　
埼
玉
県
護
国
神
社
例
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題 

花
見
）

　
　
二
十
九
日
　
昭
和
祭

五
月
　
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
五
日
　
祝
子
祭

　
　
　
　
九
日
　
御
鎮
座
祭

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題 

茶
摘
み
）

　
　
二
十
一
日
　
道
饗
祭

六
月
　
　
一
日
　
月
次
祭

　
　
　
　
五
日
　
粽
神
事

　
　
　
十
五
日
　
献
詠
祭（
兼
題 

早
苗
）

　
　
　
三
十
日
　
大
祓
式

　
　
　
茅
の
輪
設
置
期
間
　

　
　
　
　
六
月
十
八
日
～
七
月
三
日

埼
玉
県
護
国
神
社
例
祭
斎
行

　
埼
玉
県
護
国
神
社
で
は
昭
和
九
年
四
月
九
日
の
鎮
座
招
魂
祭
を
例
祭
日
と
し
て
、

毎
年
、
厳
粛
な
祭
典
を
執
行
、
祭
典
中
に
は
平
和
を
祈
る
「
浦
安
の
舞
」
を
奉
奏
致

し
ま
す
。

本
年
も
午
前
十
時
よ
り
神
社
本
庁
の
献
幣
使
と
し
て
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
鎮
座
の

武
蔵
第
六
天
神
社
宮
司
髙
梨
佳
樹
様
参
向
の
も
と
例
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。
祭
典

前
に
は
参
議
院
議
員
で
一
般
財
団
法
人
日
本
遺
族
会
会
長
の
水
落
敏
栄
様
よ
り
御
挨

拶
を
賜
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
上
皇
后
陛
下
が
御
自
身
の
傘
寿
の
お
祝
い
の
際
に
記
者
会
よ
り
、
国

内
外
で
の
慰
霊
の
旅
と
翌
年
に
戦
後
七
十
年
を
迎
え
る
事
に
つ
い
て
お
気
持
ち
を
尋

ね
ら
れ
、「
世
界
の
い
さ
か
い
の
多
く
が
何
ら
か
の
報
復
と
い
う
形
を
と
っ
て
く
り

返
し
行
わ
れ
て
来
た
中
で
、
わ
が
国
の
遺
族
会
が
一
貫
し
て
平
和
で
戦
争
の
な
い
世

界
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
て
来
た
事
を
尊
く
思
っ
て
い
ま
す
。」
と
お
答
え
に
な
ら

れ
た
事
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
ウ
イ
ル
ス
と
人
類
の
戦
い
も
終
わ
ら
な
い
中
で
起
き
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
が
収
束
し
、
一
日
も
早
く
世
界
が
平
和
に
な
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
祈
り

を
捧
げ
て
参
り
ま
す
。
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四
月
七
日
、
神
楽
殿
に
て
大
成
三

丁
目
囃
子
連
に
よ
る
里
神
楽
の
奉
納

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
三
日
よ
り
五
日
ま
で
さ
い
た

ま
市
主
催
の
「
盆
栽
春
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
道
で
は
盆
栽

展
示
の
他
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
、
舞
殿
に
は
盆
栽
師
の
平
尾
成
志

氏
の
盆
栽
が
奉
納
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

大
宮
剣
道
連
盟
奉
納
演
武

大
成
神
楽
奉
納

盆
栽
ま
つ
り

幸
せ
の
四
社
巡
り

社
頭
往
来

　

四
月
四
日
よ
り
特
別
御
朱
印
「
幸

せ
の
四
社
巡
り
」
の
授
与
を
開
始
致

し
ま
し
た
。
当
社
の
他
、
東
京
大
神

宮（
東
京
）、
櫻
木
神
社（
千
葉
）、
報

徳
二
宮
神
社（
神
奈
川
）の
一
都
三
県
を

巡
る
御
朱
印
で
、
す
べ
て
巡
る
と
記

念
品
を
進
呈
致
し
ま
す
。
八
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
限
定
で
す
。

　

四
月
三
日
午
後
二
時
、
大
宮
剣
道

連
盟
中
村
好
一
会
長
他
演
武
者
が
正

式
参
拝
を
行
い
、
日
本
剣
道
形
打
太

刀
吉
岡
和
男
氏
、
仕
太
刀
吉
岡
将
輝

氏
に
よ
る
日
本
剣
道
形
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
十
一
年
よ
り
高
野
佐

三
郎
先
生
ご
臨
席
の
下
、
境
内
で
実

施
し
て
き
た
剣
道
大
会
は
現
在
大
宮

武
道
館
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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五
月
七
日
、
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原

教
場
三
十
一
世
宗
家
小
笠
原
清
忠
様

主
催
の
、
蟇
目
の
儀
並
び
に
百
々
手

式
が
小
笠
原
教
場
会
員
約
三
十
名
に

よ
り
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
十
四
日
よ
り
数
量
限
定
の
特

　

五
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
舞

殿
に
て
公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観

光
国
際
協
会
主
催
の
第
四
十
一
回
大

宮
薪
能
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
奉
納
演
目

　
五
月
二
十
七
日（
金
）

素
謡（
金
春
流
）翁　
　
　
　
金
春　
憲
和

狂
言（
和
泉
流
）二
人
大
名　
野
村
太
一
郎

能　
（
宝
生
流
）葵
上　
　
　
藤
井　
雅
之

　
五
月
二
十
八
日（
土
）

素
謡（
金
春
流
）翁　
　
　
　
本
田　
光
洋

　

五
月
二
十
一
日
、
氷
川
ほ
た
る
の

会
会
員
に
よ
り
神
池
及
び
水
路
周
辺

の
清
掃
奉
仕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
七
日
、
稲
荷
神
社
に
て

今
般
鳥
居
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
株

式
会
社
桝
徳
様
、
小
島
崚
様
参
列
の

も
と
、奉
告
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

小
笠
原
教
場
百
々
手
式

特
別
紙
朱
印
「
ほ
た
る
」

大
宮
薪
能

ほ
た
る
の
会
清
掃
奉
仕

稲
荷
神
社
鳥
居
奉
納
奉
告
祭

狂
言（
和
泉
流
）舟
ふ
な　
　
野
村　
万
作

能　
（
金
春
流
）船
弁
慶　
　
金
春　
安
明

別
紙
朱
印
「
ほ
た
る
」
の
授
与
を
開

始
、二
十
九
日
に
終
了
致
し
ま
し
た
。

写真提供：さいたま観光国際協会

金春流「素謡  翁」金春流「船弁慶」
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六
月
四
日
、
舞
殿
に
て
蛍
放
生
祭

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
氷
川
ほ

た
る
の
会
会
員
に
よ
り
神
池
の
西
側

に
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
約
千
二
百
頭
が
放

さ
れ
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
と
な
る
蛍

鑑
賞
会
は
四
日
、
五
日
に
行
わ
れ
、

あ
わ
せ
て
参
道
で
は
氷
川
マ
ル
シ
ェ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
避
難
さ
れ
た
方
々
や
海

外
か
ら
の
留
学
生
を
招
待
し
、
世
界

平
和
を
祈
念
致
し
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
二
日
、
飯
能
市
市
民
会

館
に
て
第
四
十
三
回
埼
玉
県
神
社
関

係
者
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
は
当

社
よ
り
責
任
役
員
の
清
水
賢
一
様
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
九
日
か
ら
七
月
二
日
ま

で
例
年
、
大
祓
式
に
合
わ
せ
展
示
さ

れ
る
書
元
会
に
よ
る
書
道
の
廻
廊
展

示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
小
学

一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
会

員
の
作
品
で
「
い
け
」、「
と
り
い
」、

「
か
み
さ
ま
」、「
手
な
ら
い
」、「
神
社
」、

「
力
強
い
字
」、「
古
代
神
話
」、「
書
道

芸
術
」
が
兼
題
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
紙
朱
印
「茅
の
輪
く
ぐ
り
」

茅
の
輪
守
授
与
開
始

　

六
月
十
八
日
、
茅
の
輪
設
置
に
あ

わ
せ
特
別
紙
朱
印
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」

並
び
に
茅
の
輪
守
の
授
与
を
開
始
致

し
ま
し
た
。
紙
朱
印
は
三
十
日
に
終

了
、
茅
の
輪
守（
小
）は
七
月
二
日
に

終
了
致
し
ま
し
た
。

蛍
放
生
祭
斎
行 

蛍
鑑
賞
会
開
催
会
開
催
開
催

神
社
関
係
者
大
会

書
元
会
書
道
廻
廊
展
示

茅の輪守（小）

茅の輪守（大）
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（
敬
称
略
）

四
月
　
一
日
　
埼
玉
県
神
社
庁
長
高
麗
文
康

　
　
　
三
日
　
大
宮
剣
道
連
盟

　
　
　
十
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
　
十
二
日
　
敬
神
婦
人
会
監
査
会

　
　
十
三
日
　
北
足
立
郡
市
総
代
会

　
　
　
　
　
　
北
足
立
郡
市
総
代
会
役
員
会

　
　
十
四
日
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部
役
員
会

　
　
二
十
日
　
敬
神
婦
人
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
婦
人
会
総
会

　
二
十
八
日
　
埼
玉
県
神
道
青
年
会
総
会

五
月
　
七
日
　
小
笠
原
流
教
場

　
　
　
九
日
　
氏
子
青
年
会
役
員
会

　
　
十
五
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
一
日
　
如
月
会

　
　
　
　
　
　
氷
川
ホ
タ
ル
の
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
青
年
会
監
査
会

　
二
十
三
日
　
監
査
会

　
二
十
六
日
　
解
脱
会
埼
玉
教
区
女
性
部

　
二
十
七
日
　
大
宮
薪
能
関
係
者

　
二
十
八
日
　
大
宮
薪
能
関
係
者

　
二
十
九
日
　
氏
子
青
年
会

　
　
三
十
日
　
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
敬
神
講
社
理
事
会

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

六
月
十
四
日
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部
役
員
会

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
神
社
庁
北
足
立
支
部
決
算
総
会

　
　
十
七
日
　
稲
毛
神
社
敬
神
婦
人
会（
神
奈
川
県
）

　
　
十
九
日
　
武
蔵
菊
花
会
菊
作
り
研
修
会

　
二
十
五
日
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

　
　
三
十
日
　
毎
日
興
業
株
式
会
社

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

　
参
道
の
清
掃
活
動
を
頂
き
ま
し
た
皆
様

の
芳
名
を
紹
介
し
、
謹
ん
で
御
篤
志
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
五
十
音
順
、敬
称
略
）

・
阿
含
宗
埼
玉
道
場

・
大
宮
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
会

・
高
鼻
町
二
丁
目
自
治
会

・
高
鼻
町
二
丁
目
友
の
会

・
み
ず
ほ
証
券
㈱

・
武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
㈱

参
道
清
掃
奉
仕
御
礼

四
月
の
奉
納
献
華

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊

　
参
道
に
植
樹
を
致
し
ま
し
た
。

・
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ　
　
・
コ
ク
チ
ナ
シ

・
ク
ル
メ
ツ
ツ
ジ　
　
・
フ
ヨ
ウ

・
ヒ
ラ
ド
ツ
ツ
ジ　
　
・
ハ
ギ

・
バ
イ
カ
ウ
ツ
ギ　
　
・
サ
ザ
ン
カ

・
ヤ
マ
ブ
キ　
　
　
　
・
ツ
バ
キ

　
（
黄
・
白
）　　
　
　
・
オ
チ
ャ
ノ
キ

・
ミ
ツ
マ
タ　
　
　
　
・
レ
ン
ギ
ョ
ウ

・
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ　
　
　
・
ノ
リ
ウ
ツ
ギ

・
コ
デ
マ
リ　
　
　
　
・
モ
ク
レ
ン

・
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ

参
道
植
樹

牡
丹
奉
納

五
月
の
奉
納
献
華

桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
正風流一光会　桐生一光
春草流　　　　栗原春彩

古流松藤会　岩波理豊
池坊　　　　草谷智花
草月流　　　沖山草俊
桂古流　　　小林華侊

六
月
の
奉
納
献
華

古流松藤会　　岩波理豊
池坊　　　　　草谷智花
草月流　　　　沖山草俊
桂古流　　　　小林華侊
桂古流　　　　高橋典花
草月流　　　　竹下尚峰
春草流　　　　栗原春彩

　
此
度
、
有
限
会
社
大
成
造
園
様
よ
り
牡

丹
の
奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。
御
篤
志
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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結
婚
式
の
御
案
内　

六
月
よ
り「
八
雲
の
舞
」
開
始 

（
本
殿
挙
式
の
み
）

　
六
月
の
本
殿
挙
式
よ
り
八

雲
の
舞
の
奉
奏
と
参
進
時
の

傘
の
差
し
掛
け
を
開
始
致
し

ま
し
た
。

　
八
雲
の
舞
は
鈴
舞
で
、
御

祭
神
の
八
雲
の
神
詠
を
今
様

調
で
歌
い
、
龍
笛
と
和
琴
で

奏
で
ま
す
。

　
傘
の
差
し
掛
け
は
三
の
鳥

居
か
ら
楼
門
ま
で
の
奉
仕

で
、
雨
や
強
風
で
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
五
年
二
月
か

ら
、
現
在
三
十
分
ご
と
に
午

前
中
は
十
時
か
ら
十
一
時
半

ま
で
、
午
後
は
一
時
半
か
ら

三
時
ま
で
の
挙
式
時
間
は
左

記
の
通
り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
五
月
三
日
十
時
半
、
十
四
時
に
本
殿
で
の
模
擬
挙
式
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

新
規
相
談
会
と
見
学
会
、
あ
わ
せ
て
美
容
ス
タ
ッ
フ
が
モ
デ
ル
を
も
と
に
伝
統
的

な
文
金
高
島
田
の
解
説
を
行
う
和
髪
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
四
月
二
十
三
日
に
は
人
力
車
で
参
道
を
通
り
、
大
宮
駅
東
口

に
新
た
に
オ
ー
プ
ン
し
た
大
宮
門
街
な
ど
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

参進時の傘差し掛け

令和５年２月からの
挙式時間は以下

（本殿・儀式殿共通）

10：00
10：40
11：20
13：00
13：40
14：20
15：00
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神
宮
大
麻
頒
布
一
五
〇
周
年
に
寄
せ
て（
二
）　
神
棚
と
は

　
令
和
四
年
は
、
伊
勢
の
神
宮
の
御
神
札
で
あ
る
「
神
宮
大
麻
」
が
明
治
五
年
よ
り
全
国
の
御
家
庭
に
配
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
五
〇
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
御
神
札
や
お
守
り
な
ど
、
身
近
で
あ
っ
て
も
説
明
す
る
と
な
る
と
難
し
い
も
の
で
す
。
今
号
で
は
神
棚
に
つ
い
て
御
説
明
致
し
ま
す
。

　
神
棚
は
本
来
、
正
月
の
年
神
棚
や
盆
棚
な
ど
先
祖
の
祭
り
に
お

い
て
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。
本
家
の
司
祭
の
下
に
同

族
が
集
ま
っ
て
行
っ
て
い
た
た
め
、
各
戸
に
祀
る
事
が
一
般
的
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
中
世
以
降
、
伊
勢
の
御
師
に
よ
り
頒
布

さ
れ
た
御
祓
大
麻（
神
宮
大
麻
の
原
形
）を
供
え
る
場
所
が
必
要
と

な
り
神
棚
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
神
棚
を
大
神
宮

棚
と
呼
ぶ
の
は
神
宮
大
麻
を
祀
る
事
を
目
的
と
し
た
た
め
で
す
。

当
初
は
分
霊
を
勧
請
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
神
聖
な
御
祈

祷
の
證
を
他
と
区
別
し
て
安
置
す
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
江
戸
時
代
に
は
神
符
と
み
な
さ
れ
他
の
神
社
の
神
符
と
あ

わ
せ
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
献
で
の
神
棚
を
奉
斎
し
た
初
見
と
し
て
は
『
古
事
記
』
上
巻

の「
御み

倉く
ら
板た

挙な

之の

神か
み
」で
、伊
邪
那
岐
神
が
天
照
大
御
神
、月
読
命
、

須
佐
之
男
命
の
三
貴
子
に
分
治
を
命
じ
た
際
に
、
天
照
大
御
神
に

お
授
け
に
な
ら
れ
た
首
飾
り
で
す
。
こ
の
名
に
は
御
倉
の
棚
の
上

に
安
置
す
る
神
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
伊
邪
那
岐

神
か
ら
賜
っ
た
神
聖
な
宝
物
が
神
様
と
し
て
棚
に
祀
ら
れ
た
と
い

う
事
で
す
。

　
家
庭
の
中
の
神
棚
と
し
て
は
、
御
神
札
を
祀
る
神
棚
の
他
、
荒

神
様
を
台
所
に
、厠
の
神
を
ト
イ
レ
に
な
ど
様
々
な
場
所
に
設
置
、

宮
形
も
様
々
な
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
祖
先
祭
祀
は

神
棚
で
は
な
く
、
別
に
祖
霊
舎
を
設
け
祀
り
ま
す
。

　
伊
勢
の
御
師
は
平
安
時
代
末
に
は
全
国
各
地
で
祈
祷
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
末
に
は

伊
勢
講
の
初
出
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
の
神
領
や
神
明
社
の
全
国
的
な
広
が
り
に
よ
っ
て
伊
勢

参
宮
が
起
こ
り
、
こ
れ
を
仲
介
す
る
御
師
の
活
動
に
よ
り
一
層
組
織
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
江
戸

時
代
後
期
に
は
全
国
の
世
帯
の
約
九
割
が
御
祓
大
麻
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
参
宮

は
「
お
か
げ
ま
い
り
」
や
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
も
呼
ば
れ
、
村
落
ご
と
に
「
伊
勢
講
」
や
「
太
々

講
」
が
組
織
さ
れ
参
宮
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
の
御
師
は
、
神
宮
の
奉
仕
以
外
に
全
国
か
ら
の

参
詣
者
の
案
内
や
神
楽
奉
奏
、
宿
泊
の
提
供
な
ど
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。　

　
参
宮
の
記
録
は
各
村
の
鎮
守
の
社
の
境
内
に
石
碑
や
扁
額
、
灯
籠
、
狛
犬
、
鳥
居
、
社
号
、
手
水
、

幟
立
、
玉
垣
、
絵
馬
な
ど
様
々
な
形
で
記
念
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
埼
玉
県
神
道
青
年
会
が
ま
と

め
た
『
埼
玉
県
の
伊
勢
講
』
に
よ
る
と
、
県
内
の
神
社
八
七
五
社
に
一
七
八
八
点
あ
り
、
当
社
の
あ

る
北
足
立
郡
に
限
っ
て
も
、
一
六
八
社
に
三
七
三
点
残
っ
て
い
ま
す
。

神
棚
に
つ
い
て

賀茂神社　石碑（大正三年）

鷲神社　狛犬（嘉永二酉年）

上小町氷川神社鳥居
（明治三十一年）

一
生
に
一
度
は
お
伊
勢
参
り　

― 

各
地
に
残
る
伊
勢
講
の
記
憶 

―



武　蔵　一　宮 （10）第二十二号

　
上
代
の
事
は
詳
ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
治
承
四
年（
一一
八
〇
）源
頼
朝
公
が
土
肥
次
郎
実
平
を
奉
行
に
命
じ
て
社
殿

を
再
建
し
て
お
り
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
な
ど
に
記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
後
、
執
権
と
な
る
北
条
氏
も
元
寇
の
脅
威
が
あ
っ
た
事
か
ら
、
異
国
降
伏
祈
祷
を
行
い
、
続
く
足
利
氏
も
社
領

の
寄
進
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
戦
国
期
の
大
宮
は
潮
田
氏
が
在
地
領
主
で
あ
り
、
寿
能
城
を
築
い
た
潮
田
資
忠
は
岩
槻
城
主
の
太
田
資
正
の
三
男
ま

た
は
四
男
で
し
た
。『
東
⻆
井
家
系
図
』に
よ
る
と
、永
禄
五
年（
一
五
六
二
）の
小
田
原
北
条
氏
に
よ
る
岩
槻
攻
め
の
時
に
、

東
⻆
井
家
当
主
の
成
臣
を
始
め
神
社
の
社
人
が
岩
槻
・
寿
能
両
城
に
農
兵
と
と
も
に
加
勢
す
る
と
、
そ
の
反
撃
と
し
て

社
頭
や
居
宅
が
焼
き
払
わ
れ
、
貴
重
な
記
録
や
資
料
な
ど
が
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
に
太
田
氏
と
北
条
氏
は
和
睦
、
実
質
的
に
太
田
氏
は
北
条
氏
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。
天
正
二
年

（
一
五
七
四
）の
『
北
条
家
裁
許
状
』
は
そ
の
よ
う
な
中
で
出
さ
れ
た
も
の
で
、
潮
田
氏
に
よ
る
当
社
へ
の
支
配
を
北
条
氏

に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
で
す
。
潮
田
氏
は
北
条
氏
方
の
武
将
と
し
て
行
動
し
、
天
正
十
八
年（
一
五
九
〇
）の
豊
臣
秀

吉
の
小
田
原
城
攻
め
の
際
に
資
忠
と
そ
の
子
、
資
勝
は
小
田
原
城
で
討
ち
死
に
、
二
男
の
資
政
は
家
臣
の
北
澤
宮
内
と

加
藤
大
学
に
よ
っ
て
寿
能
城
か
ら
落
ち
延
び
、江
戸
時
代
に
な
る
と
古
河
藩
土
井
家
の
家
老
職
を
務
め
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

戦
国
期
ま
で
の
武
士
の
信
仰
と
氷
川
神
社

　

武
蔵
国
内
に
は
武
将
が
勧
請
し
た
氷
川

神
社
の
分
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

鴻
巣
市
箕
田
の
氷
川
八
幡
神
社
は
源
経

基
に
よ
り
氷
川
神
社
が
勧
請
、
明
治
六
年
に

八
幡
社
と
合
祀
さ
れ
氷
川
八
幡
神
社
と
改

称
致
し
ま
し
た
。
源
経つ
ね
基も
と
は
、
清
和
源
氏
の

祖
に
し
て
「
六
孫
王
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

鴻
巣
市
大
間
の
大
野
神
社
は
元
来
氷
川

神
社
と
称
し
て
お
り
ま
し
た
。
天
慶
元
年

（
九
三
八
）に
嵯
峨
天
皇
の
末
流
で
、
源
経
基

の
家
臣
と
し
て
武
功
を
上
げ
、
箕み

田だ

源
氏
の

祖
と
な
る
源み
な
も
と
の
つ
こ
う仕

が
大
己
貴
命
の
託
宣
に
よ

り
社
を
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
社
名
の「
大
野
」

は
明
治
四
十
年
に
北
中
野
の
津
門
社
を
合

祀
し
た
た
め
、
大
間
と
北
中
野
か
ら
一
字
ず

つ
採
り
大
野
神
社
と
改
称
致
し
ま
し
た
。
箕

田
源
氏
三
代
と
は
仕
、
仕つ
こ
う

の
子
で
あ
る
宛あ
つ
る

、

宛
の
子
で
酒し
ゅ

呑て
ん

童ど
う

子じ

退
治
な
ど
で
有
名
な

綱つ
な（
渡
辺
綱
）を
指
し
ま
す
。

　
港
区
の
麻
布
氷
川
神
社
は
天
慶
元
年

（
九
三
八
）に
源
経
基
に
よ
り
創
建
さ
れ
ま
し

た
。

　

中
野
区
の
東
中
野
氷
川
神
社
は
旧
中
野

村
の
総
鎮
守
の
社
で
、長
元
三
年（
一
〇
三
〇
）

に
源
頼
信
が
平
忠
常
征
討
の
際
に
当
社
よ

り
勧
請
さ
れ
ま
し
た
。

源
氏
の
武
将
が
勧
請
し
た
分
社

新編武蔵風土記稿

東⻆井家系図

北条家裁許状
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地
域
の
氏
神
神
社
紹
介
④

　
氷
川
神
社
は
武
蔵
国
の
一
宮
と
し
て
広
く
守
護
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
に
は
当
社
以
外
に
も
古
く
か
ら
「
村
の
鎮
守
」、
地
域
の
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る

神
社
が
ご
ざ
い
ま
す
。

南な

ん

方ぽ

う

神じ

ん

社じ

ゃ

小こ

深ふ

か

作さ

く

神し

ん

明め

い

神じ

ん

社じ

ゃ

御祭神　建御名方命

御祭神　天照大御神

湯ゆ

殿ど

の

神じ

ん

社じ

ゃ

御祭神
大山祇命・月読命・

志那都比古命・志那都比売命

新に

い

堤
づ
つ
み

稲い

な

荷り

神じ

ん

社じ

ゃ

御祭神　倉稲魂命

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

東
門
前
三
五
六

由
　
緒　

 

当
地
は
江
戸
初
期
に
風
渡
野

村
か
ら
分
村
し
門
前
村
と

な
っ
た
。
村
名
の
由
来
は
社

領
二
十
三
石
の
鷲
明
神
社
だ

が
、
分
村
時
に
風
渡
野
村
に

遷
座
し
た
為
修
験
者
が
山
形

県
の
湯
殿
三
所
権
現
を
勧
請

し
た
と
伝
わ
る
。
祭
神
名
の

「
志
那
」
は
息
の
長
い
と
い
う

意
味
、
風
は
神
の
息
で
あ
る

事
か
ら
風
雨
守
護
と
さ
れ
る
。

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
北
区

　
　
　
　
　
　

  

吉
野
町
二-
二
五-

四

由
　
緒　

 

創
建
は
不
詳
だ
が
、
信
濃
国

諏
訪
大
社
の
分
霊
を
当
地
吉

野
原
村
鈴
木
に
祀
っ
た
も
の

で
、『
風
土
記
稿
』
に
は
南
方

神
社
は
不
動
院
持
ち
と
あ
る
。

社
殿
は
嘉
永
年
間（
一
八
四
八

-

五
四
）に
改
修
、
覆
屋
を
拝

殿
と
し
唐
破
風
屋
根
を
付
け

た
。
平
成
三
年
に
幣
殿
・
本

殿
を
造
営
。
社
名
の
南
方
は

祭
神
の
「（
た
け
）み
な
か
た
」

に
由
来
。

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
深
作
六
〇
四

由
　
緒　

 

創
建
は
不
詳
だ
が
、
化
政
期

（
一
八
〇
四-

三
〇
）の
『
風

土
記
稿
』
に
は
神
明
社
は
慈

眼
寺
持
ち
と
あ
る
が
、
同
寺

は
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
っ

て
い
る
。
明
治
四
十
三
年
に

本
拝
殿
を
新
築
、
本
殿
は
神

明
造
で
、
新
築
当
時
の
茅
葺

を
平
成
三
年
に
銅
板
葺
と
し

て
い
る
。
境
内
に
は
桜
が
多

く
、
春
を
美
し
く
彩
る
。

鎮
座
地　
さ
い
た
ま
市
見
沼
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
堤
一
〇
九

由
　
緒　

 

創
建
は
永
禄
九
年（
一
五
六
六
）

の
織
田
軍
の
攻
撃
に
よ
り
、

伊
勢
国
長
島
よ
り
下
野
国
足

利
、
武
蔵
国
岩
槻
領
慈
恩
寺

な
ど
に
身
を
潜
め
土
着
帰
農

し
た
武
士
の
家
々
と
伝
わ
る
。

社
殿
は
二
間
四
方
の
寄
棟
造
、

本
殿
は
朱
塗
り
の
一
間
社
流

造
。「
胡
蝶
の
舞
」、「
太
々
神

楽
」、「
浦
島
太
郎
と
乙
姫
図
」

な
ど
の
奉
納
額
が
あ
る
。
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第
二
十
三
号
は
十
月
十
五
日
発
行
予
定
で
す

観
月
雅
楽
演
奏
会

　
九
月
一
日
よ
り
七
五
三
の
祈
祷
で
は
左

の
授
与
品
を
お
渡
し
致
し
ま
す
。
特
別
態

勢
日
は
本
殿
で
の
御
祈
祷
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
設
ペ
ー
ジ

を
御
覧
下
さ
い
。

ホーム
ページ

インスタ
グラム ツイッター

七
五
三
祈
祷
の
御
案
内

　今年のカルガモは6月10日
にひょうたん池に引っ越して
来ましたが、白鳥池に移動し
ました。
　今後の特別紙朱印は右の2種
類を授与予定です（各500円）。
　最新のお知らせはホーム
ページ、SNSで御案内致します。

一、日時　10月11日（火）17時30分
一、会場　舞殿　入場無料
一、曲目　神楽　浦安の舞
　　　　　管弦　平調　音取
　　　　　　　　越殿楽
　　　　　　　　陪臚
　　　　　舞楽　迦陵頻

迦陵頻

本殿での御祈祷

浦安の舞

　ロケーション撮影は中村写真
館で承ります。貸衣裳・着付け・
写真撮影がセットになったプラ
ンもございます。

特別紙朱印
「紅葉」

特別紙朱印
「満月と蘭陵王」

本殿での御祈祷

９月10日授与開始予定 10月８日授与開始予定

（曲目は予定です）


